
取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

（例）
次の時代を担う中学生・高校生に「ひとにやさしい
まちづくり」の趣旨を理解してもらうことを目的とし
て、「わがまちのやさしさ発見」レポートを募集。募
集後、作品選考のうえ、作品集を作成し、配布し
た。
また、受賞者に対し、障がい者週間期間中に表
彰を実施。
作品応募数　　　　424点
応募学校数　　　　　8校

（例）
実績では、応募学校数は指標を超えているもの
の、応募数は下回っている。
障がいへの理解啓発にあたり、引き続き実施して
いく必要性はあるものの、応募数の増加を図るた
めの対応が必要。

（例）
12月3日～9日の障がい者週間にあたり、啓発物
を作成し、各市町村、各団体、小学校等へ配布
する。
・配布物
「ふれあいおりがみ」「ふれあいすごろく」「ポス
ター」「アンケート」など

（例）
障がいの理解は一定進んでいるものの、障がい
の理解啓発についてはまだまだ必要な状況であ
ることから、効果的な手法の検討も必要かと考え
る。

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標

（ア）啓発の充実

（例）アンケート集計結果、前年度より認知度が上がっているか。

（例）作品応募数500点または応募学校数3校（29年度実績）と同数以上

障がいへの理解
啓発のため、啓
発の手法の見直
しも含め、引き続
き大阪府と連携
し、取組んでい
く。

１－（１）啓発・広報の推進

第１章　共に支えあって暮らすために

施策の方向性 取組（事業）名称 担当

障がいのある人等が快適で
安全に生活できるまちづくり
をめざした「ひとにやさしい
まちづくり」の取組が効果的
に発展していくよう、民間事
業者の認識と理解を高める
とともに、市民の意識の高
揚を図っていくための啓発
を強化します。

「わがまちのやさしさ
発見」レポートの募
集・表彰

福祉局
障がい
福祉課

大阪ふれあいキャン
ペーンによる障がいに
関する啓発の取組み

福祉局
障がい
福祉課

「障がい者週間」（12月3日
～9日）を中心とした啓発活
動においても、広く市民の
参加を求め関係者が協力
し、より効果的な啓発となる
よう内容の充実に努めま
す。

（例）
理解啓発のた
め、引き続き実
施していくが、早
期周知等により
応募数の増加を
図っていく。

平成30年度からの障がい者支援計画実施状況



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

（例）
障がいや障がい者への理解・啓発として、街宣車
による街頭キャラバンを実施する。
・大阪市役所正面玄関にて出発式（12月3日）

（例）
障がいの理解は一定進んでいると考えるものの、
市民に対し、広く理解啓発を行っていく必要であ
る。

心の輪を広げる体験
作文・啓発ポスター

福祉局
障がい
福祉課

障がい者支援施設製
品の展示・販売

福祉局
障がい
福祉課

リハビリテーションセン
ター市民啓発事業

福祉局
心身障
がい者リ
ハビリ
テーショ
ンセン
ター

障がいへの理解
啓発のため、各
区での取組みも
含め、引き続き
実施していく。

（例）参加者数約150名（29年度実績）と同数以上

「障がい者週間」（12月3日
～9日）を中心とした啓発活
動においても、広く市民の
参加を求め関係者が協力
し、より効果的な啓発となる
よう内容の充実に努めま
す。

福祉局
障がい
福祉課

障がいを理由とする差別の
現状や「障害者差別解消
法」の趣旨を踏まえて、市
民や事業者が法制度及び
障がいや障がいのある人に
対する理解を深められるよ
う、関係機関とも連携しなが
ら、啓発活動に取り組みま
す。

福祉局
障がい
福祉課

障がい者週間にかか
る啓発の取組み



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

ＨＩＶ陽性者及びハンセン
病回復者等感染症に対す
る偏見・差別を解消するた
めに、ホームページ・パンフ
レット等の充実を図り、市民
への正しい知識の普及啓
発に努めます。また、各関
係先への健康教育や研修
の実施により、HＩV感染症
に関する理解の促進に努
めます。

精神保健市民講座

健康局
こころの
健康セン
ター

発達障がいに対する正しい
理解の促進を図るため、
「世界自閉症啓発デー」（４
月２日）、「発達障がい啓発
週間」（４月２日～８日）を中
心に関係機関・団体と連携
し、一層の啓発に努めま
す。また、発達障がい者支
援センター（エルムおおさ
か）においても、啓発講座
や親支援講座の開催、ホー
ムページを通じた啓発な
ど、様々な機会をとらえ発
達障がいについての情報
提供や理解促進に努めま
す。

福祉局
心身障
がい者リ
ハビリ
テーショ
ンセン
ター

こころの健康講座（思
春期・薬物講座含む）

健康局
こころの
健康セン
ター

精神障がいのある人に対す
る誤解や偏見の解消のた
め、広報誌等の活用や精
神障がいのある当事者を交
えての精神保健市民講座
の開催など、様々な啓発活
動に取り組みます。

広く市民に難病に対する理
解を得るため、各区保健福
祉センターに啓発媒体を設
置するとともに、大阪市主
催のイベント等の機会を活
用し、パネル点字を実施す
るなど啓発に努めます。

健康局
保健所
管理課

健康局
保健所
管理課



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

福祉局
心身障
がい者リ
ハビリ
テーショ
ンセン
ター

車いす体験講習会

障がい者スポーツや文化活
動の振興を通じて、障がい
や障がいのある人への理解
を深めるよう取組を進めま
す。

市民局

啓発事業の推進にあたって
は、大阪市・区人権啓発推
進協議会をはじめとする市
民団体や市民と協働して、
取組を進めます。

福祉局
障がい
福祉課

補助犬受け入れにつ
いての普及啓発

補助犬の受入れについて、
ポスター・パンフレット・ス
テッカー等を活用し、関係
機関と連携をとりながら、普
及啓発に努めます。

福祉局
障がい
福祉課

あいサポート運動の
実施

市民や企業等を対象として
様々な障がい特性につい
て理解する「あいサポー
ター」を養成し、障がいのあ
る人が困っている際にサ
ポートを行う「あいサポート
運動」の取組を進めます。

福祉局
障がい
福祉課

障がいのある人に関
わる各種マークの周
知

障がいのある人の地域での
生活を支援する「障がいの
ある方のための各種マー
ク」について、ホームページ
やパンフレット等を用いて一
層の普及を図ります。

福祉局
障がい
福祉課

ヘルプマークの普及

外見からはわからなくても
援助や配慮を必要としてい
ることを周りの方に知らせる
ことで、援助が得やすくなる
「ヘルプマーク」の普及を大
阪府と連携し進めます。



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

（イ）広報の充実

福祉局
障がい
福祉課

広報紙等の活用

テレビ・ラジオや広報紙誌
等のマスメディアを活用す
るなど、多様な機会の創出
を図り、障がいのある人に
対する認識や理解の促進
を図るための広報を行いま
す。

政策企
画室
広報担
当

大阪市ホームページ
の運用・管理（携帯版
サイトを含む）

様々な機会をとらえ、パンフ
レット等の作成やホーム
ページ・ＳＮＳ等の活用によ
り、障がいのある人が関係
する事業についての紹介を
積極的に行います。



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

障がいや障がいのある人に
対する認識と理解をこども
の頃から深めるため、学校
教育においては、「大阪市
教育振興基本計画」に基づ
き、施策や教育実践、研究
の充実を図ります。また、市
民を対象とした各種講習会
を幅広く開催し、人権教育・
福祉教育の充実に努めま
す。

教育委
員会事
務局

１－（２）人権教育・福祉教育の充実

各学校園において、障がい
のあるこどもに対するいじ
め・虐待が発生しないよう、
障がいの理解をはじめ、周
りのこどもとのより良い関係
づくりを進めます。

教育委
員会事
務局

こどもの頃から「福祉のここ
ろ」を育む事業として、小中
学生地域福祉学習事業を
実施し、作成したリーフレッ
トや福祉読本を教育現場に
おいて活用して福祉の大切
さを学ぶ機会を提供しま
す。

福祉局
地域福
祉課

小中学生地域福祉学
習事業（福祉人材養
成確保推進事業）



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

生活ガイドブック「くら
しの便利帳」
点字版・音声版

障がいがあることにより情報
を入手することが困難な人
について、対象者の状況及
びニーズ並びに障がいの
特性に応じて、音声読み上
げソフト、音声認識翻訳ソフ
ト、タブレット端末を用いた
遠隔手話通訳及びインター
ネット等、様々なＩＣＴを活用
し、それぞれの障がいに適
した情報提供を進めます。
また、ルビやイラストなどを
用いたわかりやすい表現手
法の活用など、それぞれの
障がいに適した情報提供を
進めます。

政策企
画室
広報担
当

教育委
員会事
務局

"はーとふる"ガイド
（わかりやすい福祉
サービス一覧）

２－（１）わかりやすい情報発信とコミュニケーション支援の充実

（ア）多様な情報提供

福祉局
障がい
福祉課

「障がいがある方のた
めの福祉のあらまし」
点字版・音声版

福祉局
心身障
がい者リ
ハビリ
テーショ
ンセン
ター

区広報紙
点字版、音声版

政策企
画室・各
区
広報担
当

障がいのある人が利用でき
る施策・サービスの情報や
地域での生活に必要な情
報について、障がいの状況
や特性に応じて、わかりや
すく活用しやすい形で提供
します。

ＩＣＴを活用した授業づくりを
進めていく中で、障がいの
ある子どもへの支援のあり
方についてさらに研究を進
めます。



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

手話通訳指導員派遣
事業

福祉局
障がい
福祉課

・聴覚、言語機能、音声機能、
視覚その他の障がいのため、
意思疎通を図ることに支障が
ある人に、手話通訳者・要約
筆記者の派遣、点訳や音声訳
等による支援などを行うととも
に、手話、要約筆記、点字、対
面朗読、録音図書などの普及
や市民の理解の促進、さらに
は関係機関との連絡調整に努
めます。

・「大阪市こころを結ぶ手話言
語条例」や「大阪市手話に関
する施策の推進方針」の趣旨
を踏まえて、手話が言語である
という認識に基づき、手話への
理解の促進及び手話の普及、
手話による情報取得、手話に
よる意思疎通の支援、手話を
必要とするひとへの相談支援
に関する施策を推進するととも
に、これらが大阪市の施策全
体に広がるよう、各所属がしっ
かりと連携して手話に関する施
策の推進に取り組みます。

・また、大阪府と連携し、視覚
と聴覚の重複障がいのある人
に対応した触手話、指点字等
のコミュニケーション手段の保
障や理解の促進に努めるとと
もに、各分野で行われる講習
会を支援し、人材の養成・確保
に努めます。

視覚障がい者情報提
供事業
（早川福祉会館）

福祉局
障がい
福祉課

コミュニケーション・情報収
集の保障は地域で生活す
るうえで重要であり、自己選
択・自己決定を推進する観
点からも、障がいのある人
が障がいの特性に応じた適
切な情報の取得やコミュニ
ケーションのための手段の
選択が行える環境の整備に
努めます。

盲ろう者通訳・介助者
養成研修

福祉局
障がい
福祉課

要約筆記者派遣事業
福祉局
障がい
福祉課

手話通訳者養成研修
福祉局
障がい
福祉課

（イ）コミュニケーション・情報収集に関する支援の充実

福祉局
障がい
福祉課

手話奉仕員養成研修

手話通訳者派遣事業
福祉局
障がい
福祉課

要約筆記者養成研修
福祉局
障がい
福祉課

点訳奉仕員養成事業
福祉局
障がい
福祉課

福祉局
障がい
福祉課

「障がいのある人への
対応」について全所
属へ周知



取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行） 取組内容・成果（P：計画・D:実行）

課題（C:評価） 課題（C:評価） 課題（C:評価）

取組状況・成果（※具体的な数値を記載ください）、課題及び今後の方向性

2018（平成30）年度 2019年度 2020年度

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

今後の方向性
（A：改善）

取組指標
施策の方向性 取組（事業）名称 担当

福祉局
障がい
福祉課

障がいのある人が情報通信
機器を利用できる環境や利
用技術を習得する機会の
制約から新たな情報格差が
生じることのないよう、また、
ＩＣＴの活用により社会参加
がより一層促進されるよう、
情報バリアフリーの推進に
努めます。

（ウ）情報バリアフリーの推進


